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2月～3月のおもな地震活動

① 鳥島東方沖

② ウラジオストク付近

③ 仙台湾

山形県で震度4を観測しました。

④ 父島近海

東京都小笠原村（父島）で震度3を観測しました。

⑤ 根室半島南東沖

⑥、⑦　胆振支庁西部

北海道（壮瞥町）で震度5弱を観測しました。

世界の地震

M7.0以上あるいは死者50人以上の被害を伴った地震は以

下のとおりです（発生日は日本時間、MはUSGSによる）。

・2月25日

バヌアツ諸島（M : 7.0 被害はありませんでした）

（気象庁、文責：福満）

図の見方は「なゐふる」No.2 p.8をご覧下さい。

北淡国際活断層シンポジウム開催
―21世紀の活断層研究へ向けて―

2000年2月～3月のマグニチュード（M）3.0以上の地震

回数は図中、993回でした。M5.0以上の地震回数は9回で

した。この期間、震度4以上が観測された地震は50回であ

り、このうち北海道有珠山付近の火山性地震活動によるも

のが45回（震度5弱を2回観測）でした。

北淡町震災記念講演セミナーハウス前に集合した参加者
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今年の1月17日から26日まで、兵庫県北淡
ほくだん

町にお

いて北淡国際活断層シンポジウムが開催されました。

このシンポジウムは、1995年兵庫県南部地震の震源

断層が地表に現れ、天然記念物として保存されている

北淡町、国際リソスフェア研究計画タスクグループ

II_5・II_2などを中心に、阪神淡路大震災5周年にあ

わせて開かれました。シンポジウムでは海外22の国

と地域の50名と国内130名（登録参加者）あまりが参

加し、活断層を主題とした国際会議としては世界最大

規模でした。参加者は1990年代の研究のレビューと、

21世紀の活断層研究を主題に成果を交換し議論を重

ねました。同時に公開シンポジウムや一般の方々向け

の講演会や交流集会も開催され、およそ200名が参加

されました。ここでは、地震災害軽減のための大きな

課題の一つである長期的地震危険度評価を軸に、この

会議の経緯と成果を紹介します。

1990年代は世界の活断層研究にとって重要な10年

間でした。日本では、1995年兵庫県南部地震による

大きな被害を契機に活断層が注目され、政府・大学・

地方自治体による集中的な活断層調査研究が展開さ

れ、長期的地震危険度評価が実現しつつあります。日

本における急速な調査研究の進展の背景には、1990

年代のアメリカでの地震災害軽減研究における地質学

の役割の強化があります。アメリカでは、1980年代

末から確率論的長期地震危険度評価の手法が開発され

るなかで、1989年ロマプリータ地震、1992年ランダ

ース地震、1994年ノースリッジ地震があいついで発

生しました。とくに1994年ノースリッジ地震は、ロ

サンジェルス近郊に予想をはるかに越える損害を与

え、地質学的データを取り入れた長期的地震危険度評

価の必要性が強く認識されました。そして1996年に

はアメリカ全土の長期的地震ハザードマップが公表さ

れました［http://geohazards.cr.usgs.gov/eq/］。この

動きはヨ－ロッパにも影響を与え、地震国であるイタ

リア・ギリシアはもとより、ベルギーやフランスから

もトレンチ調査の成果が報告され、安定大陸地域でも

長期的地震危険度評価の検討がすすめられています。

さらに、1999年8月・11月のトルコ・北アナトリア

断層の地震（「なゐふる」17号に関連記事）、9月の台

湾・集集地震（同17号・18号に関連記事）による大

きな被害と、地震に伴って地表に達した顕著な断層は、

活断層研究の必要性を改めて認識させるものでした。

過去数百年～数千年間の断層運動の履歴をもとに、

今後数十年～数百年間に起こりうる地盤震動を予測し

ようとするのが、地質学的データによる長期的地震危

険度評価です。短期的な地震予知（直前予知）が緊急

事態の管理を主眼とする一方で、長期的な予測は地震

災害を軽減するための継続的な施策を可能とするもの

です。この予測が成り立つためには、大地震が空間

的・時間的に規則性をもって発生することが必要な条

「Geoslicer」による野島断層の抜き取り実演に喝采する参加者
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件です。本シンポジウムのキーパーソンの一人、合衆

国地質調査所のD.P.シュワルツは、1980年代はじめ

にCharacteristic Earthquake Modelを提唱し、大地震

の場所と規模の予測可能性を主張しました。このモデ

ルは日本で固有地震説と訳されることもありますが、

ある断層またはその一部分を震源とする大地震は、同

じ規模で繰り返され、その震源断層から起こりうる最

大の地震であるとするモデルです。それが正しければ、

ランダムに発生する中小地震と違って、大地震の発生

する場所と規模は予測できるはずです。彼は今回のシ

ンポジウムの2回の講演で、そのモデルが大局的には

妥当であることを確認するとともに、時間的な規則性

には断層の活動度に応じた地域差が存在することを示

しました。

この規則性とその物理的なメカニズムについて、地

震学・地質学・地球物理学の一線の研究者が熱い議論

を交わしました。研究者の視点により見解は大きく異

なります。しかし、地質学の立場からは従来の単純な

モデルに加えて、固有の規模をもつ震源断層の組み合

わせによる地震発生、断層の相互作用、地震に伴う応

力変化などを定量的に分析することにより、予測可能

性は保証されるものと考えられます。会議をまとめる

にあたり、この予測可能性を検証し、かつ信頼性の高

い評価を実現するために、活断層調査技術の高精度化

と標準的な調査と分析手法の確立の必要性が提唱され

ました。

北淡国際活断層シンポジウムでは、活断層研究の応

用的な側面も重視しました。とくに、アジア・太平洋

地域への長期的地震危険度評価のアイデアと技術を普

及させるために、20名あまりの研究者を招聘してカ

リフォルニアや日本の最新の成果を伝えるとともに、

各地の断層と地震について報告が行われ、相互理解を

すすめることができました。また136件の発表のうち

約半数を占めた日本人による論文は、海外参加者から

高い評価を受けました。会期中には、中田　高（広島

大学）が開発した画期的な地層抜き取り装置

「Geoslicer」の実演も行われました（前ページ写真）。

この装置は断層を含む地層の板状（幅1～2m、深さ

方向の長さ2～3m、厚さ0.2m前後）試料を切り取っ

て断面を観察するものです。地下の断層や地質を知る

ためには、これまで大きな溝状の穴を掘って壁面を観

察するトレンチ調査やボーリング調査が主流でした。

Geoslicerはこれらに代わる新しい技術として注目さ

れました。21世紀、活断層研究は国際的な交流のな

かで、地震災害軽減に大きな役割を果たしていくこと

を参加者全員が実感したことと思います。最後になり

ましたが、このシンポジウムを支援してくださった工

業技術院地質調査所・国土地理院・科学技術庁・文化

庁・兵庫県・兵庫県教育委員会、日本地震学会をはじ

めとする多数の学協会に感謝いたします。

この短い報告ではお伝えすることのできない世界の

活断層研究と応用の現状については、本シンポジウム

のホームページ［http://home.hiroshima_u.ac.jp/

kojiok/hokudan.htm］をご覧になるか、講演要旨集を

ご一読下さい［英文606ページ、3,500円。問い合わ

せ・注文先：北淡町震災記念公園セミナーハウス　川

吉知子、ファックス：0799_82_3401、電話：0799_

82_3400］。

（北淡国際シンポジウム実行委員会事務局・

広島大学文学部　奥村晃史）

R．シュタイン（合衆国地質調査所）の講演に聴き入る参加者たち

おかげさまで創刊3周年
「日本地震学会と社会をつなぐ窓」として誕生した「な
ゐふる」も本号で満3歳を迎えました。初心を忘れず、い
っそう風通しのよい窓に育てていきたいと思います。読者
の皆さんからのご意見・ご感想もお待ちしています。



野島断層における注水実験�
―断層回復過程および誘発地震の研究―�

本年 1月から 3月にかけて、野島断層の深さ約
1,700m部分に水を注入するという実験が行われまし
た。この間、4回に分けて、のべ17日間、460キロリ
ットルの水が注入されました。一部の観測はまだ継
続中ですが、この実験の概要について紹介します。
なぜ断層に注水するのか？

どうして断層に水を入れるのか、不思議に思う方
が多いと思います。これは地震によって破壊を生じ
た断層がどれくらい早く元の強さに戻るのかという
断層の回復過程を調べる実験なのです。注水実験自
体は、アメリカ、ドイツ、そしてわが国でも過去に
松代で行われていますが、地震発生直後の断層にア
クティブに働きかける実験としては、これまで世界
的にも例のないものです。
1995年1月、兵庫県南部地震が発生しました。この

とき野島断層に沿って平均1.5～2mの横ずれを生じ、
断層周辺に蓄えられていた歪みエネルギーは解放さ
れました。断層ではそれまで働いていた力が解消さ
れるとともに様々なスケールの割れ目により、直感
的にはグサグサに破砕された状態になっています。
この後、野島断層は徐々に両側の岩盤がガッチリか
み合い（強度を回復し）、断層周辺に再び歪みを蓄積
し、次の地震発生の準備を始めることになります。
野島断層では一つ前の地震がおよそ1,700～2,000年
前ということがトレンチ調査（断層を数メートル掘
って地層のずれから過去の活動履歴を調べる手法）
から分かっていますから、次の地震と言っても数千
年の時間スケールの話です。ただし、地震発生直後
の野島断層では回復が急速に進み、その変化をとら
えることが可能ではないかと想像されます。このよ
うな断層構造の変化を検出するために、今回われわ
れは注水実験を行ったわけです。その原理を図1に示
します。断層に達するボアホール（孔井）から同じ
圧力で注水した場合、地震直後からの時間経過によ
り断層の透水性が次第に悪くなることが予想されま

す。断層の深部における構造とその時間変化を知るこ
とは地震発生メカニズムを理解するうえで重要です。
注水実験に用いたボアホールは兵庫県南部地震の

後、断層解剖計画というプロジェクトにより淡路島北
部の富島に掘削され、1,700mの深さがあります。こ
の他にも富島には800mと500m、また平林には750m
のボアホールが掘削されており、今回はこれらを活用
しています（図2）。1,700mボアホールは最深部が野
島断層の破砕帯に達し、全長にわたって金属のパイプ
が入れられ、最深部150m部分だけに水を通す穴が多
数開けられています。1997年2～3月にかけて第1回
目の注水実験が実施され、その後、孔底付近の3つの
深さレベルに地震計が設置されています。注水はすぐ
横を流れる川の水を一旦タンクにためて、孔口からポ
ンプで約40気圧の圧力をかけて行います（写真1、2）。
流量は毎分約20リットルですから、水道蛇口からや
や勢いよく流す程度です。このような実験を数年ごと
に行い断層構造（透水性）の変化を調べます。
それ以外にも、多くの研究テーマが合わせて実験さ
れています。まず、ボアホール内部での注入水の移動
は光ファイバーを用いた温度分布測定により連続モニ
ターされます。断層付近に圧入された水が周辺に広が
る様子については、人工振動発生装置（アクロス）か
ら連続的に発振された規則的な信号がボアホール底ま
で伝わる時間の精密計測、地表に面的に電極を設置し
た自然電位観測、および地下における電気抵抗の連続
観測等から推定されます。また注水が周辺岩盤にどう
いう力学的影響を与えるかについては800mボアホー
ルでの地殻変動観測、および500m、800mボアホー
ルでの地下水観測等から推定されます。さらに、注水
に伴って非常に小さい、体に感じない極微小地震が発
生する可能性があります。注水条件を変えて、このよ
うな誘発地震の発生メカニズムを調べることも重要で
す。誘発地震が断層破砕帯の中で発生した場合は特別

4

図 1 断層の回復過程を注水実験により検出する模式図
（東京大学地震研究所・島崎より）。

図 2 淡路島北部、野島断層周辺。TOS2_4、TOS1、
HRB：深さ各々 1,700m、800m、750mのボ
アホール。B_E：臨時の地震観測点。

淡路島�

野島断層�
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な地震波（断層トラップ波）が発生することが知られ
ており、この波形解析により断層構造を詳細に調べる
ことが可能です。
今回の注水実験で何が分かりつつあるのか？

能書きはこれくらいにして、実際どのような結果が
得られているのか説明します。まず、断層における透
水性の推定ですが、ボアホール内の温度分布測定によ
ると、深さ550m付近で注入水が一部漏れ出している
可能性があり、1997年注水時からの断層構造変化に
ついては今後、更に解析を進める必要があります。
800mボアホールでの観測データを図3に示します。2
つの注水期間が青色で示されています。注水開始とと
もに湧水量（Discharge）が数日かけて増加し、歪み
3成分（Str_U、M、D）も同様のパターン（図では逆
センス）で縮みを生じています。また、注水停止後は
両者とも数日で元のレベルに戻っています。これは、
注水により地下水脈にかかる圧力（間隙水圧）が高ま
り、800mボアホールに地下水が流れ込むと同時に、

この付近の岩盤が圧縮されていると考えられます。ま
た、注入された水の周辺への広がりは、アクロス観測に
よるボアホール底付近のS波速度の低下、水の流動に
よる自然電位変化の観測等からも確認されています。
極微小地震の活動変化を調べるために淡路島北部に

臨時の地震観測網を展開しました（図2）。今回は衛
星テレメータ（「なゐふる」8号3ページに関連記事）
を利用することにより、注水現場（野島断層観測室）
だけでなく、京都、名古屋、東京各大学の研究室でも
同時にリアルタイムモニターされ、解析が進行しまし
た。図4はボアホール周辺に発生した地震数の変化で、
ここでは積算で表現されています。地震発生数が一定
ならば右上がりの傾き一定の直線になりますが、40
気圧注水の開始6日後に、地震数が増加していること
が分かります。いずれもマグニチュード1～2程度と
いう極めて小さい地震ばかりです。これは1997年の
注水実験でも観測された現象ですが、注入水が深さ3
～4kmの断層面周辺に分布する亀裂内の間隙水圧を
高めることによって発生する誘発地震と考えられま
す。今回は注水圧を徐々に増加させ、30気圧注水で
は誘発地震が発生しないことも分かりました。今後、
精密な震源決定、波形解析を行い、誘発地震の発生メ
カニズム解明を試みます。今回の誘発地震はボアホー
ル周辺に広く分布していますので、どういう地震が断
層トラップ波を発生するのかも注目されます。今後の
解析にご期待下さい。
なお、この実験には全国の大学、研究機関に所属す

る約30名が参加しています。
（京都大学防災研究所　西上欽也）

写真 1 1,700m孔口横に設置された注水用タンク、ポンプ、
および発電機（手前中央から右へ）。遠方の白っぽ
い建物は野島断層観測室（京都大学防災研究所）。

写真 2 1,700m孔口。左下からの黒いホースを
通してポンプから注水され、その右側
には圧力計が2種類接続されている。

図 3 800 mボアホールにおける地殻変動等の観測データ
（奈良産業大学・向井等より）。上から順に、歪み（3
成分）、傾斜（2成分）、大気圧、温度（孔底および深
さ3m）、湧水量、水位（水圧）、および降水量。

図 4 ボアホール近傍における極微小地震の発生数
の変化（京都大学防災研究所・田所等より）。

30気圧注水 40気圧注水

30気圧注水 40気圧注水
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皆さんは、「なゐふる」の表紙に連載中の「最近2
カ月のおもな地震活動」のコーナーに、ときどき「異
常震域」という言葉が現れることにお気づきでしょう
か（例えば9, 14, 15, 18号）。
一般に、震度は震央距離とともに小さくなるので、

震度分布は震央を中心とした同心円状に広がります
（例えば図1a ; 1998年9月3日の岩手県内陸北部、深さ
10km、M＝6.1の地震）。しかし、図1b, c, dのように
震源の深い地震や、震源が浅くても日本海溝の近くで
発生した地震では、震央から離れた場所で震度が大き
くなる、「異常震域」が現れます。例えば、図1bの釧
路支庁中南部の地震（1999年5月13日、深さ104km、
M＝6.4）や、図1cの鳥島近海の地震（1998年8月20
日、深さ457km、M7.1）では、北海道_東北_関東に
かけての太平洋側の広い範囲で震度が大きくなってい
ます。また、図1dのウラジオストク付近の深い地震
（1999年4月8日、深さ598km、M＝7.2）では、震央
距離が数百km以上も離れているにもかかわらず、日
本列島の太平洋側で震度1～2の揺れが報告されてい
ます。
このように震度分布が大きく偏る現象は、地震波の
伝わる地下の構造が不均一であり、波の伝わり方が方

位によって大きく異なっていることを意味していま
す。また、広い範囲にわたって大きな震度が観測され
ることから、例えば山地と平野の揺れやすさの違い
（「なゐふる」11号「揺れのお話」を参照）のような、
比較的小さなスケールの現象ではなく、むしろずっと
大きなスケールの地下構造（地殻・上部マントル構造）
の異常を考える必要があります。
図1に示した異常震域の発生には、日本列島の下に

斜めに沈みこんでいる「太平洋プレート」が大きく関
わっています（図2）。硬いプレートの中を伝わる地
震波は、波動エネルギーの減衰が小さく、遠くまでよ
く伝わります。これとは逆に、プレートと地殻に挟ま
れた日本列島下の上部マントル（図3の白い部分）で
は地震波の減衰が著しく大きく、ここを通過する地震
波のエネルギーの多くが吸収され地表に到達する前に
弱まってしまいます。地震波の伝わりやすさの違いは、
ウラジオストク付近で起きた地震（図1d）の、日本
海側（柏崎）と太平洋側（日立）の地震計記録を比べ
ると良くわかります。プレートの中を伝わってきた
「日立」の地震波は、日本海側の「柏崎」の地震波に
比べて、P波、S波ともに振幅が3倍以上も大きく、
しかも高い振動数成分が多く含まれています。
このほかにも、九州南方のやや深い地震でも宮崎や
延岡など太平洋側の地域に異常震域が見られます。こ
れには九州の下に沈み込んでいるフィリピン海プレー
トとその周囲の地殻・上部マントル構造の異常が関わ
っていると考えられます。

（北海道教育大学　古村孝志）

異常震域�異常震域�異常震域�異常震域�

図 1 内陸で起きた浅い地震では、震央を中心に同心円状の震度分布が見られます（a）。
しかし深い地震や日本海溝付近の浅い地震など、太平洋プレートの沈み込みに伴

って発生した地震では北海道_東北_関東の太平洋側に異常震域が現れます（b_d）。
この図は気象庁発行の地震・火山月報（防災編）の資料をもとに作成しました。

図 2 日本列島下に沈みこむ太平洋プレート

の形状を等深線とともに示していま

す。日本列島の付近は、太平洋プレー

トのほかにユーラシアプレート、北ア

メリカプレート、およびフィリピン海

プレートなどで覆われていますが、こ

こには示していません。断面（A__A'）
の模式図を図3に載せます。
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地震予知の意味

地震を予知すると言えば、皆さんは、いつ、どこに、
地震つまり地面の揺れがどの位の大きさで来るかを予
め知ることだと思われているでしょう。ところが、地
震の研究が進むにつれて、地震つまり地面の震（ふる
え）の源は、地下で岩盤がずれ動く断層であり、そこ
から揺れのもとになる地震波が四方八方に伝わり、つ
いには地面を揺らすのだということが分かってきまし
た。このため、我々研究者仲間では、震源のことを地
震、揺れのことを地震動と区別して呼ぼうという人達
が沢山います。そのような言葉の定義から言えは地震
を予知するというのは、震源の断層がいつ、どこで動
くかということだけを予め知るということになりま
す。つまり、どのような揺れが皆さんのところにやっ
て来るかは別問題ということです。

地下構造の調査

「冗談じゃない。揺れの強さが分からなければ地震
予知なんて何んの役にも立たない。」と思われる方が
多いと思います。そこでここでは、皆さんの立場に立
って震源での断層の動きから地面が揺れるまでの全て
をひっくるめて地震と呼ぶことにします。その上で、
地震予知のために何をすれば良いかを考えてみましょ
う。5年前の阪神・淡路大震災の後、全国各地で行わ
れている活断層の調査は、過去の地震の際に、震源で
断層が動いた痕跡である活断層を調べて、次にその断

層がいつ、どのように動くかを知るための調査です。
はたして、それだけで十分でしょうか。「揺れのお話」
の中でも再三出てきたように、地震の際の揺れの強さ
は地下の構造に大きく依存します。つまり、震源で断
層が動いた時、あなたの居るところがどのくらい強く
揺れるかを正確に知るためには、地下構造を詳しく知
っておく必要があるのです。

永遠に変わらぬ財産

日本の都市の多くは、地震の際に周りに比べて良く
揺れる平野の上にあります。日本中の平野の地下構造
を調べるのは、多くの時間と費用がかかるので大変だ
と心配される方が多いと思います。でも御安心下さい。
平野に限らず地下の構造は、我々の時間スケールで見
る限るほとんど変わりません。だから、一度調査すれ
ば、永遠に日本国民の財産になり、永遠に役立つと考
えて間違いありません。そのことを思えば安いもので
す。地震予知と聞いた時、揺れのことが忘れられてい
ないか、是非皆さんも注意して下さい。そして、将来
本当の意味での地震予知が実現できるように、今から
少しづつ「地下構造を調べる」という貯金をして、日
本の財産を増やし、地震に強い国づくりに努力しよう
ではありませんか。

（強震動委員会　武村雅之）

揺れのお話揺れのお話揺れのお話揺れのお話
（10）地震予知（最終回）

図 3 プレート沈み込み帯の断面（図 2のA__A'）の模式図
（「宇津モデル」）と、東京大学地震研究所の地震観測

点「柏崎」および「日立」で記録されたウラジオスト

ク地震（図1d）の地震波形（広帯域速度型地震計によ
る地動の東西方向の振動成分）を示しています。太平

洋プレートの中を伝わって日本列島の太平洋側（日立）

に到達した地震波の振幅は大きく、また高い振動数成

分が多く含まれています。これに対し、「柏崎」の波

形は振幅が小さく、高い振動数成分はほとんど含まれ

ていません。
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昨年の伊豆・丹那断層での第1回の「地震火山こど
もサマースクール」に続き、今夏は北海道・有珠山周
辺をフィールドとする第2回のサマースクール実施予
定で計画を進めてきましたが、すでにご存知のように
さる3月31日に噴火を開始し、その後も活発な火山活
動を続け、懸念される状況が続いています。
つきましては計画の再考を迫られることとなり、

「なゐふる」本号でのご案内ができなくなりました。
再計画がまとまり次第、参加者募集のご案内を本学
会ホームページ等でいたす予定ですが、詳しくは下記
にご連絡ください。

桑原央冶　E_mail : eiyu@d5.dion.ne.jp
FAX : 04992_2_2461

（「地震火山こどもサマースクール」実行委員会
代表　宇井忠英（日本火山学会）

桑原央冶（日本地震学会））

なゐふるメーリングリストが復活して2回目のまと
め原稿です。世間では有珠山の噴火に話題が集中して
いますが、nfmlではその話題も出ないのはちょっと
残念。地震と火山は切っても切れない関係ですので、
議論が盛んになることを期待しています。
「ヘリ、GPS、GISの連動システムを」
自治体の防災担当をされている方から、政府の情報
収集衛星打ち上げを前提に、衛星を用いた地震観測手
法や早期の被害推定についての話題が投げかけられま
した。インターネットを通じて、研究情報などが公開
されている宇宙開発事業団や、理化研の地震防災フロ
ンティアセンターなどのサイトが紹介されました。
一方で、被害推定を早期に行う手段として、国土庁

「第2回地震火山こどもサマースクール�
・・・有珠山ウオッチング」�

「第2回地震火山こどもサマースクール�
・・・有珠山ウオッチング」�

宇宙からの観測手法で議論、
学校の防災教育も変化

―なゐふるメーリングリストから―

のDIS（地震防災情報システム）など、震度情報を使
った被害推定システムの簡便さが指摘されましたが、
推定根拠となる強震動予測や建物・ライフライン施設
の被害予測の精度の限界のほか、実際の被害情報との
整合性などに難があるという問題点もあげられまし
た。また、上空からの調査・探査手法として、ヘリコ
プターからの映像とGPS（人工衛星を利用した位置
測定システム）、GIS（地理情報システム）との連動
が有効ではないかとの意見もありました。
「予知研究」型から「実践防災」型へ

学校教育の中で先進的な防災への取り組みとして
1978年から続いていた静岡県教育委員会の「地震予
知観測学習モデル校事業」が終了したとの報告をきっ
かけに、防災教育の今後などについて議論が交わされ
ました。
県立9高校で行われていたモデル校事業は、大学関

係者のサポートを受けながら、微小地震や、地電流、
地下水位の観測という予知研究生徒版の活動を続けて
いました。子どもたちの理科離れや、観測機器の老朽
化などで、事業として曲がり角に来ていたこともあっ
て、役割を終えたとのこと。今後は、地震発生時に生
徒や教職員を被災から守り、地域における救援活動へ
協力できるよう、地域との連携のありかたや、必要な
資機材、訓練など、防災モデル校での研究を通じて高
校版防災マニュアルを作成するそうです。
これに関連して、阪神・淡路大震災の被災地や首都
圏周辺の高校での取り組みを掲載したホームページが
紹介されたり、地域との連携を進めるには、小中高と
上がっていくと、学校の周辺でどれだけの人が「地元
の学校」との意識を持ってもらえるかが難しくなるこ
とが指摘されました。また、神戸市では、小学校区を
単位とした防災福祉コミュニティが、顔見知りになれ
る範囲で、地域コミュニティの再編を進めているとの
紹介がありました。
nfmlでの議論は、多岐にわたって続いています。

ぜひ、皆さんの参加をお待ちしています。参加された
い方は、nfmlのホームページ（http://www.mmjp.or.
jp/zisin-nfml/）をごらん下さい。

（広報委員・中川和之）


